


第3次発掘調査
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中道追跡は、信濃川右岸の東山丘陵から西に向かって流れ

出る栖吉川の扇状地に位置する。栖吉川沿岸にはいずれも15
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世紀代の松築逍跡、 三貰梨墳墓、三貰梨館跡、 14世紀半ばの
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住居跡土層断面の実測

一礫捨ての様子

下道古銭出土追跡など中世追跡が多数位置している。また、

集落の背後には15世紀末から16世紀初めに、古志長尾氏が蔵

王堂城跡から拠点を移した栖吉城跡が存在する。縄文時代の

遺跡には、前期の土器を出土した三貰梨追跡、早期 ・中期の

集落跡の松薬遺跡、晩期の大明神逍跡などがある。

中道辿跡の発掘調査は、圃場整備事業に伴って平成 6年度

から 3 カ年かけて行っ てきた 。 第 1 次 • 第2次発掘調査では、

縄文時代中期中ごろから後期 ・晩期の集落跡と、中世 (15世

紀代）の地下式横穴群などが発掘されている。

第3次発掘調査は、5月7Bに幸町分室から現地の調査事

務所へ調査機材等を搬入することから始める。それ以前に調

査事務所の設置、包含層の上に厚く堆積している水田耕作土

などの除去作業、基本杭の打設などの諸準備を行った。そし

て、 5月15日から多数の発掘作業員を動員して、 10月31日ま

での長期にわたる発掘調査に入った。

また、包含層には土器や石器などに混ざって拳大から人頭

大の礫があった。石皿などの加工用、あるいは掘立柱の根固

め用に追跡に搬入したものであろうか。いずれに しろ、直接

的に遺物と見なされない礫が多数包含層から出土した。この

礫は残土の山や場外の穴

に捨てた。その数はダン

プで10台以上に上る。

なお、発掘調査の基本

杭は、調査が数年にわた

り、かつ各年次の調査が

終了次第、水田の改良工

事が行われるため、測鼠

業者に委託して磁北に合

わせて打設した。発掘調

査が複数年にわたる場合

や、調査面積が広くなる

場合には、非常に有効で

中道遺跡から東の下道古銭出土地・栖吉城跡を望む あった。
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中道の縄文時代

第3次調査で発掘された

縄文時代の主な辿構は、住

居跡が19軒、掘立柱建物跡

が2棟、フラスコ状ピット

が9基などである。19軒の

住居跡には、石組炉 7基と

埋甕炉 2基が含まれている。

また、 10軒の住居跡は、い

ずれも晩期の住居跡で、 1 

軒が単独で存在していたが、

他の 9軒は 2~4軒の住居

が重複していた。掘立柱建 第61号住居跡群

物跡は、多数の掘立柱穴から現場で 2棟分だけを推定した

ものである。図上の検討でその数が増える可能性がある。

晩期の住居跡 （第 2図）

第1次調査で検出された晩期の第22号住居跡から東へ約

80mほどのところに、住居跡10軒がまとまって位置してい

た。そのうちの 1軒は、床面に焼けた痕跡が見られた。

第61 号・第62号• 第71号住居跡 3軒の平面円形の住

居跡が重なった状態で検出された。第61号住居跡は約10m、

第62号は約12mの直径で、第71号は約llmと推定される。

いずれも10mを超える大きさで、 7m近い直径の第22号住

居跡をはるかに上回っている。第71号の床面は、追構の確

認面と同じレベルで、第71号の床面より 10-15cmほど低い

第62号と、 35cmほど低い第61号住居跡の覆土中に地山土を

貼って床面としている。第62号住居跡も20cmほど低い第61

号の毅土中に床を貼っている。貼床の状況から、第61号→

第62号→第71号住居の順で改築が行われたと考えられる。

なお、第 2図で示した貼床の範囲は、調査で平面的に確認

できた部分である。第62号の床面の一部に、黒くガチガチ

に堅くなった面が見られた。ガチガチの面は、確認できた

第71号の貼床の全面にも広がっていた。炉は、第61号のほ

ぽ中央にある地床炉が確認されただけである。第61号住居

跡群の覆土から晩期中葉の大洞C1式の土器が出七した。

第61号住居跡群土層断面

第61号住居跡群出土の玉

~ 
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t
 第66号住居跡床面の炭化材

第66号住居跡床面の炭化材

第66号住居跡 遺構検出面である青灰色粘士の地山が、焼

けて赤褐色や黒褐色に変色した面を床、その周囲にある溝を

周溝と考えて、円形の住居跡とした。住居跡の時期は、床面

から出土した土器から晩期中葉の大洞Cl~2式期と考えら

れる。周溝は、地山面が傾斜していることなどから、 一部で

しか確認できなかった。住居跡の規模は、確認した周溝から

直径が10mを超えるものと思われる。炉は、 1.5mを超える

大型の円形の地床炉で、雅定した住居跡のほぼ中央に位置し

ていた。床は灰や細かい炭化物が混じった 『炭灰層』がかな

りの部分を覆っていた（第 2固の範囲）。 床面には、板や細

い丸太などの炭化材があった。炭化材は住居の構造材の一部

と思われるが、住居の上屋を復原するには至らないほどの断

片である。なお、床面には大小の礫が点在し、中にば焼けた

床面を押し込んだり、炭化材の直上にあるものが見られた。

石鏃や打製 ・磨製石斧などの生活の道具と、石棒や石冠など

の祭祀用具が出土している。

第63号• 第69号• 第70号• 第71号住居跡 青灰色粘土の地

山面で、幾重にも巡る溝から、少なく とも 4軒の円形住居跡

が重複すると判断したものである。それぞれの周溝の直径は、

第63号が約 9m、第69号が約5.5m、第70号が約 4m、第72

号が約 6mである。その中で第70号住居跡は最小の規模であ

る。第69号の炉跡は、第63号の外側で、第69号住居跡の中央

第66号住居跡の焼けた柱？ にある石組炉が確実である。また、第63号と第72号の周溝の

中ほどにある地床炉は、

位置的には第72号住居跡

に伴う炉跡と見られる。

この住居跡群から晩期中

菓の大洞C2式の土器が

主体的に出土し、晩期中

葉ごろに位置付けられる。

他に目立つ遺物は出土し

ていない。

第67号・第73号住居跡

第61号住居跡群と、第63

号住居跡群に挟まれた位

置にある、やや東に偏っ

て巡る二重の溝を住居跡

第66号住居跡 の周溝と判断した。周溝
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以外には、炉跡などの施設はなく、住居以外の施

設の可能性が残されている。周溝は、外周の第67

号が約 8mを超えるものと思われ、内周の第73号

が約 5mである。その規模は、この周辺の住居跡

とほぼ同様である。なお、この住居跡群を確認し

た面 （地山面）が傾斜しており、第67号の周溝は

北側で確認できず、第73号の周溝は北側で浅く

なっていた。

第63号住居跡群

縄文時代の建物跡

第3次調査で、根固め石や版築土を伴う掘立柱建物の柱穴跡は60

基近くある。特に、 VI~VIIIE・Fで40基近く、 IXDで10基以上が集

中的に分布している。この中で掘立柱建物跡として現場で推定でき

たのは、 VIEで第 2号の 1棟、 VIIIEで第3号の 1棟の、 2棟分に過

ぎない。

第2号建物跡は、棟持ち柱が付く掘立柱建物跡で、根固め石を伴

う柱穴だけから構成される。規模は、梁間 1間 （約3.5m)、桁行

2間（約3.3mの等間隔）である。妻側から棟持ち柱までの張り出

しは約 lmである。第3号建物跡は、第61号住居跡群に一部が重

なった、梁間 1間、桁行21甘1の棟持ち柱が付かない掘立柱建物跡で

ある。なお、第 2号 ・第3号ともに、柱穴出土の土器から、時期を

推定することは困難である。

トチの実ピッ ト

第2次調査では、第51号住居跡の床面から出土したトチの実が注

目を集めた。第3次調査では、炭化したトチの実を出土したピット

が9基ある。VIEで1基、 VIFで2基、珊F-6~9b~dに6基

のトチの実ピットが集中している。ここではトチの実を多批に出土

したピットを、便宜上「トチの実ピット」と呼称する。

珊Fのトチの実ピッ トは、東西の 5mの線上にほぽー直線に 5基

が並び、 一直線に並ぶ中央のピットの南、約 2mのところにもう 1

基が位置している。珊Fのトチの実ピッ ト出土の トチの実は、ピ ッ

卜毅土の上面 （辿構確認面）に散布している例と、上面からピ ット

中程まで落ち込んでいる例がある。圃Fのトチの実ピ ットの規模は、

直径約40~80cm、深さが約35~50cmで、周囲にも同規模のピットが

並んでいる。 トチの実ピット出土の土器は、 P2・3・4・8・9 

が後期初頭の三十稲場式土器を、 PlOは後期中葉の三仏生式土器が

主休的である。この珊Fのトチの実ピッ トの周辺にある同規模の

第63号住居跡群出土の石冠

第67号住居跡群

第2号建物

VI F - Pl? の根固め石
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トチの実ピット (VIF-P64) 

トチの実ピット (VIIF -P 2) 

ベンガラ？の状況

ピットは、 トチの実ピット同様、焼けた炭化物が混じってい

る例が複数ある。炉跡は確認されていないが、ピットの配列

などから住居の柱穴のようなものが想定される。VIIFのトチ

の実ビットの性格については、火災に遭って焼け残りのトチ

の実が柱穴などに落ち込んだ可能性も含めて検討したい。

VIE・Fのトチの実ピットの規模は、深さはいずれも60cm

内外と同じであるが、直径に開きが見られる。VIE-P 61と

VI F -P89の2基は直径75cm、VIF -P46は110cmと大きい。

後期中葉の三仏生式土器が出土したVIE-P 61は、確認面か

ら底部までトチの実が詰まっている。その点数は、数百に及

ぶ。中期後業の大木 9式が出土したVIF -P46は、ピットの

壁際から底部まで トチの実が多量に確認された。大木 8b式

土器が出土したVIF -P89のトチの実は、ピットの上面から

中程までに50~100個近くがあった。VIE・Fのトチの実

ピットは、 VIIFのトチの実ピットと比べてピットの規模に違

いがあり、かつトチの実の出士醤も多い。

縄文中期では、地面の中を袋若しくはフラスコ状に広がっ

ているピットから、 ドングリなどの堅果類が出土する例があ

り、貯蔵用の穴と考えられている。中道では60基以上のフラ

スコ状ピットが存在しているが、堅果類などの植物追体の出

土は 1基も確認されていない。 トチの実の保存方法について

は、第51号住居跡例から、住居内の棚の上で篭に入れて貯蔵

する状況が新たに推測された。その他に、第 3次調査で検出

されたVIE・Fのトチの実ピットから、同規模のピットも貯

蔵用の穴の可能性もあることを指摘しておきたい。

なお、直接的に遣構・遺物ではないが、 VIIE-3~5d・

eにおいて、直径ほぼ30~50crnの範囲で、赤色に変色した地

山面が数力所認められた。現場で検討したところ、土器に塗

るベンガラが散布していた可能性が高い。詳細については、

今後に検討したい。

主な出土品

第3次調査で出土した縄文時代の遺物は、縄文中期・後

期 ・晩期の土器と、石鏃・石槍・打製石斧・石錘・土錘• 石

錐・石皿 ・凹石などの道具類、首飾りの玉類、土製耳飾りな

どの装飾品、土偶・石棒・石剣 ・石冠などの呪術的な遺物が

ある。第3次調査は、晩期の住居跡が10軒集中して検出され

たこともあり、石冠 ・石棒・石剣などの呪術的な遺物が多い
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傾向にある。また、石鏃が未製品も含めて280点以上出上し、新潟

県内の縄文晩期に石鏃が多い傾向と同じである。

第3次調査の追物の中では、骨角器の弓筈と、鍔形土製品の出土

が注目される。弓筈は、獣骨の関節部分を加工したもので、 VIE-

P 142から出土した。弓筈は、弓の弦を張る溝が彫られ、弓の先端

を差し込む口の一部が破損していた。また、骨の関節部分で、弦を

張る溝と弓の先端の差し込み口の間には目が2個一対に穿ってあっ

た。弓筈が出土したピットは、 50x 70cm、深さ67cmの楕円形で、中

期中葉の大木 8b式土器が出士している。弓筈などの骨角器は、貝

塚や低湿地などで多く出土するが、貝塚でも、低湿地でも無い中道

で出土したことは、骨角器を残存させる条件が整っていたことを示

すものである。なお、弓筈の出土は、少なくとも長岡市内において

初めての事例で、新潟県でも初例かと思われる。

鍔形土製品は、中央に楕円形の穴があり、周囲が円弧状にえぐら

れたようになっているもので、全面に朱が塗られ、入組風の文様が

施されている。出土位置は、中期の土器が主体的に出土したVIF -

9 fであるが、文様は縄文後期末から晩期にかけて見られる入組文

であるところから、後期末から晩期初めごろの所産と考えられる。

なお、鍔形土製品の類似品を、各地に照会したところ、岐阜県で

「ホト石」という名称の石製品がある程度で、類似品は見当たらな

い。このために名称の検討をした結果、形状が刀の鍔に似ているこ

とから 「鍔形土製品」とした。

動物の皮を剥いだり、皮をなめすときに使用すると考えられてい

る石匙は、つまみが 1個の場合がほとんどである。!XE-lb出土

の石匙は、つまみが2個ある横形の石匙で、つまみには接着用のア

スファルトが見られる。アスファルトはつ色みの片面づつ交互に付

箔しており、 2個のつまみにそれぞれ別の柄が装渚していたものと

考えられるなど、石匙を柄に装着する方法が推定できる貴重な資料

である。

第2次調査で出土した 「多孔底付注口土器』が第 3次調査でもVIll

F-6dの包含層で倒立した状態で出土した。多孔底付注口土器の

出土例は、管見ではこれで 3例目とごく僅かである。新潟県内では

中道の 2例だけである。第2次調査出土例は、多孔底部の多くが欠

損していたが、第 3次の出土例は注口の上部と、注口の直上にあた

る多孔底の一部が欠損しただけである。残存部から注口と多孔底部

とが橋状に結ばれていた可能性がある。

VIE-P 142出土の弓筈

ヘ7
》
"
' -昼l

［冨!

VI F -9 f出土の鍔形土製品

IX E-1 b出土の石匙

多孔底付注口土器の出土状況

・>-¥,,. 召 t、‘・・:,菌焉
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大洞C1式土器と匂玉・石鏃
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中世の中道

第3次調査で発掘された逍構 ・遺物は、 VIIE

の包含層（黒色土）中の骨と渡来銭、 IXD出土

の人形木製品等である。VIIEには、幅約 4m、

延長約10mの範囲に骨と渡来銭が伴出した箇所

と、骨だけを出土した箇所がそれぞれ4カ所づ

つあった。黒色土中に骨と渡来銭が位置してい

たため、墓穴などの土城は確認することはでき ●ー

なかったが、 一塊の骨と 5枚の渡来銭が伴出し VII Eの墓地ー43GPの骨と六道銭

た41GP例から、人骨と副葬の六道銭を埋葬した墓穴と判断した。 ,~ 心一P..!· ' _,..,'!_\; ~ 

このエリアには骨以外に、渡来銭だけが出土した箇所が5カ所ある。

渡来銭の出土数は、 6-7枚出土が4カ所、 1枚だけが 1カ所であ

る。 1枚であってもこのエリアから出土している点から、墓に副葬

した六道銭の一部で、出土地点は墓と思われる。これにより、 VIIE

の墓地には、 13カ所に墓穴が存在していたと考えられる。

墓穴に六道銭として埋納されていた銭のうち、最古銭は、 621年

初鋳の開元通密、最新銭が1408年初鋳の永楽通野で、埋納銭の年代

観から、 15世紀第 1四半期から、新しくても15世紀第 2四半期まで

に葬られた墓地と考えられる。

第 1 次• 第2次調査では、地下倉説よりも墓としての機能が強調

されている地下式横穴が、 VIIEの墓地から100mほど西に離れた位

置で、 12基がほぽ環状に巡るように検出された。時期は15世紀代で

ある。また、栖吉川沿岸には、 15世紀代の三貰梨墳墓（駒形敏

朗•他「三貰梨遺跡ー第 1 次発掘調査一」長岡市教育委員会

1986年）と、松葉遺跡（小熊博史 •他 「松葉遣跡ー中山間地域農村

活性化総合整備事業に伴う発掘調査」長岡市教育委員会 1994年）

の2遺跡に墓地がある。三貰梨墳墓は、土城に土葬した例が多く、

火葬骨を六道銭とともに埋葬した松葉や珊Eの墓地とは形態が異な

る。このように栖吉川沿岸地域には、ほぼ同じ時期に 4カ所に墓地

が営まれており、これらの遺構を総合的に捉えて、栖吉川流域にお

ける墓制についての検討を加える時期に来ているといえよう 。

なお、第 3次調査では人形木製品以外に注目する追物がなく、か

つ出士量も第 1 次• 第 2次調査に比べて極めて少ない。これは、圃

Eの墓地の外に目につく中世の追構が存在しないことに起因すると

思われる。人形木製品は、右足を腰から欠損しただけの、全長約 6

cmの木製品である。人形木製品は、素材である丸太の背に近い部分

を加工したもので、呪術的な遺物と考えられる。
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